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～セーブ・ザ・チルドレン継続型給付金利用者の声～

高校生活まなびサポート通信Vol.3 2025年12月発行「高校生活まなび*サポート（まなサポ）」とは？

※給付金の使い道について子どもたちの声を抜粋・編集

＊学習や就学に限らず、課外活動、スポーツ・文化・芸術活動など広くとらえるため、「学び」ではなく「まなび」としています。

就職先で免許が
必須なので、
自動車学校の頭金
として使いました。

通学用の
自転車とカバンを
買いました。

「高校生活まなびサポート（まなサポ）」は、経済的な状況に左右されず、子どもたちがまなぶ
ことを応援する継続型の給付金事業です。通信を通して、自分らしく歩みを進める子どもたち
の今を伝えます（年1回発行）。

「高校生活まなびサポート」実施の経緯

担当者の声

子どもたちの
今と未来を
支えるために

子どもたちの子どもたちの
今と未来を
支えるために
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経済的・生活上困難な状況にある世帯
の子どもが、高校などへの入学、高校
就学時の生活、まなびを経済的不安な
く過ごし、自分らしい進路選択ができ
ることを支えるための継続型給付金
事業です。2022年12月から、宮城県
石巻市に在住する中学校3年生から
高校生世代を対象に行っています。給
付決定から高校卒業時まで月額2万
円、中学校・高校の卒業時には一時金
を給付します。2022年度から事業を
開始し、利用者総数は70人、2025年
10月時点で、卒業生を除いた39人

が利用しています。これまで卒業した
子どもからは、「無事に高校卒業・就職
できたのは、まなサポのおかげ」と
いった声が寄せられています。
「まなサポ」では、給付金を提供するほ
か、インタビューやアンケートを実施
し、継続的なサポートを行っています。
利用している保護者からは、「経済的
にはもちろん、精神面でも助けられて
いる。子どもを第一に優先できてい
る」などの声があり、まなサポが利用
者のこころの支えにつながっている様
子もうかがえます。

日本では、経済協力開発機構（OECD）
加盟諸国に比べ、教育に占める公的支
出の割合が低く、子どもや子育て世帯
に対する社会保障が十分ではない状況
があります。2021年にセーブ・ザ・チ
ルドレンが石巻市を含む東北地域で実
施した調査では、32.2％が「経済的な

理由により高校就学を続けられない可
能性がある」と回答しました。そこで、主
に中高生世代がいる子育て世帯の経済
的負担を軽減し、子どもたちが安心し
てまなび、自分らしい進路をかなえら
れるよう、継続型給付金事業を開始し
ました。

高校の
卒業式と入社式で
着るため、スーツを
買いました。

「まなサポ」を担当して4年目。高校に通うた
めの教材費や通学費のほか、それぞれの進路
に合わせて、活用されていると実感していま
す。進学する人の場合は試験代やパソコン
代、就職の場合はスーツや自動車免許の費用
などです。これからも、子どもたちが自分らし
く進路を選べるよう、応援していきます。

高校の部活の費用に使って
います。部活の友だちと
ご飯を食べに行けたのが
楽しかったです。 



が支える子どもたちのストーリーが支える子どもたちのストーリー

高校3年生
家族 ： 3人
将来の夢 ： 作業療法士

「まなサポ」で、お金の不安なく、チャレンジできるよ！

※子どもと保護者へのインタビューやアンケート内容から構成しています。
プロフィールは、発行時の学年、家族の人数、子どもについて。個人が特定されないように、一部内容を変更している場合があります。まなサポまなサポ

中学3年の頃からまなサポ
を利用しているAさん。高校
3年になったAさんは、まな
サポがあったから、気軽に親
へ「部活の遠征に行きた
い！」と言えた、と話します。
Aさんのお父さんは数年前か
ら体調が悪く、お母さんもお
父さんの介護で忙しく、家計
は厳しい状態が続いていま
した。以前は、家の経済状況
を気にして、やってみたいこ
とがあっても親に言うことが
できなかったそうです。まな

サポを利用できることが決
まり、お母さんから「好きな
部活に入っていいよ」と言わ
れ、運動部に入部しました。3
年間部活に打ち込んだAさ
んは、大きな大会でも活躍す
るようになりました。
まなサポが「自分のチャンス
につながった」と話すAさん。
「お金の不安なく、いろんな
ことにチャレンジできるよ！」
と後輩にエールを送ってい
ました。大学でも部活を続け
たいそうです。

Aさん

高校3年生
家族 ： 3人
好きなキャラクター ：
ちいかわ  

「親以外にもサポートをしてくれる人がいる！」と感じた

Bさんは、お母さんときょう
だいと暮らしています。お母
さんが病気になり、闘病で
仕事が十分にできなくなっ
てしまったため、「まなサポ」
を利用し始めました。Bさん
は運動部に所属していたた
め、まなサポは部活動の費
用、教材費、模試の受験料に
活用し、残りを大学進学に向
けて貯蓄しています。
高校2年のとき、お母さんか
らまなサポのお金が振り込
まれている通帳を見せても

らったBさんは、「親以外に
もサポートをしてくれる人
がいる！」と感じたそうで
す。Bさんは、心理や社会福
祉を学ぶために大学へ進学
し、人をサポートできる仕事
をしたいと思っています。
お母さんは大学進学の経験
がなく、金銭面や手続き面
で戸惑いがあるようです
が、自分で積極的に大学の
ことを調べているBさんを、
応援したいと考えています。

Bさん

高校2年生
家族 ： 3人
好きなこと ：
パソコンゲーム

資格を取得し、将来の選択肢を広げたい

Cさんは、重い障害のある
きょうだいとお母さんの3人
暮らし。お母さんも病気で仕
事をすることが難しいため、
「まなサポ」に申請しました。
学校の授業料は全額免除と
なるものの、修学旅行費の積
立は毎月あり、年度はじめに
は諸会費の振込もあるため、
その費用にまなサポを充て
ています。
Cさんは資格取得に熱心で、
まなサポを資格試験の受験
料や、試験合格に向けた講習

会費用にも活用しています。
2024年には、高校1年生で
国家資格にも合格。今年はさ
らに上級の資格にチャレンジ
しようと頑張っています。
「高校1年では計画的でない
ところもあったが、2年に
なって試験勉強を自ら進ん
でやるようになった」とお母
さん。学校の先生も「今年は
提出物も登校時刻も、遅れ
ていません」、とCさんの変
化を実感しているそうです。

Cさん

高校2年生
家族 : 4人
行ってみたい場所 ：
エベレストの頂上

「やっと認めてもらえた気がした
          親としてこころの余裕が持てる」

Dさんのお母さんは、震災を
きっかけに病気を発症し、後
遺症で現在も障害が残って
います。震災で貯蓄がなく
なって経済的にも厳しい状
況ですが、Dさんの奨学金の
選考には落ちることが続い
ていました。「まなサポ」の給
付が決まったとき、お母さん
は叫んで喜んだそうです。震
災から辛い思いをすること
が続いたので、「（今まで大変
だったことを）やっと認めて

もらえた気がした」とも。
Dさんは中学までは運動部で
活動していましたが、高校か
らは勉強もがんばりたいと
文化部に所属。練習は忙しい
そうですが、朝早く学校に
行って勉強をするなど、自分
で決めてやっています。お母
さんは、まなサポがあってこ
ころの余裕があるからこそ、
子どものチャレンジを大事
にしてあげられると感じて
います。

Dさん


